
「手ヰ学としての科学教育j

討議のある講義

名城大学総合数理教育センター谷口正明

1. はじめに

私達教員は、カヲキュラム改革のたびに、大学の講義を通じて学生に伝えたいものを

再確認し、科自の設定を行っている D そして、学生に興味を持ってもらうような講義を

しようと苦心している G 講義形式の授業の場合、自分が学生にとって良い講義をしてい

るのか、学生がしっかりと理解をしているのかが、教員にとっては最も気になるところ

である D

これまでの日本の伝統的な講義スタイルは、教員が学生に知識の伝達をし、学生は抜

書をノートに書き写す、というのが主で、あった。学生が、講義内容について議論するの

はおろか、質問することも樺られる場合が多かった。しかし、一部の教員達は、討論や

演示実験が学生の理解を助けることを経験しており、その報告もなされている 1)-3)。

また、最近アメリカでは ActiveLearningとし寸物理の能動的教育法が取号入れら

れてきた 4)5)。この方法のポイントは以下の通りであろう。

(1) 講義が知識の伝達ではなく知識の構築であること c

(2) 知識を構築するために、教員がクイズ形式で笥単な問題を出し、学生がお互いに

討論すること。

(3) また、学生の予想、が正しかったかどうかを演示実験などで提示すること。

この方法では、学生の講義内容に対する理解度も鴻定されていて、従来型の講義と演習

を受けてきた学生との比較も行われている4Lここでは、学期の最初と最後に同じテス
トを行い、或績の伸びを表すゲインGという量を定義している。

G 学期後のテストの点数一学期の最初のテストの点数

100 -学期の最初のテストの点数

この調査によると、従来型の講義形捧で学習した学生達よりも ActiveLearningで

学んだ学生達の方が G が大きく、物理概念をより深く理解しているという結果が出て

いる。この調査方法は龍苦言明瞭であるが、講義の前設で 2田のテストを行わなけれぜな

らない事が欠点である。

過去に、私達は統計の講義で毎呂の講義で 5分程度で書ける簡単なアンケートを取り、

アンケート用紙に書かれた文字数を数えることで、学生のアクティピティーを測ること

ができると仮定をした。そして、アンケート用紙に書かれた文字数と期末テストの点数

の関係を見ることにより、「アンケート用紙に書いた文字数が多い学生i士、理解度が高

しリと言う結果を予備的に得た 6)。また、在達は講義中の学生の発言回数を集計し、期

末テストの点数との相関を見た。そして「多く発言をした学生は、理解度が高し¥J とい

うことを示唆する結果を得た。今回、私は援者の命題について、より多くのデータで検

証したので紹介する。
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2. 発言回数とテストの成績

私は、愛知大学で教鞭をとっておられる坂東昌子先生に散って、講義中に学生同士で

討論を行うことや、学生が岳出に質問したり意見を言うことを奨励してきた。また、討

論が出るような環境作りのため、講義内容の克直しなども行った。また、発言をしたら

1自ごとに「発言券j を記り、発言内容と感想を書かせて提出させてきた。そして、発

言券 1枚ごとに多少の平常点を与えた。これは、坂東先生がクラスの活性化のために考

案された方法で、全ての講義で実蒐しているむ

図工;士、一学期の発言券の枚数と期末テストの点数をプロットした散布留(坂東先生

の講義の結果:2004年前期、愛知大学法学部2部品入、発言回数 103呂)である。
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図1:発言回数とテストの点数についての散布留

特徴的なことは、この散布図の右下にデータがないということである。これは「発言を

した学生で、テストの点数が悪い学生はいなしリということを意味している。すなわち

「発言をした学生は、テストの点数が良I;¥ Jという命題と論理的に間置であるむ

テスト母嘉数訴良い学生

図2:発言した学生とテストの点数が畏い学生の関罷
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f手ヰ学としての軒学教育J

また、私の講義の結果は以下のようになった。図 3は、 2004年度から 2008年度

の前期までの「統計の基礎j の結果〈愛知大学法学部 213人、発言回数 215回)であ

る。図 4~士、 2009 年度の「物理学 1J の結果(名城大学理工学部 35 入、発言回数 36

田〉である。
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私の講義の結果は、図 3の右下に或墳が悪かった学生が数名見られるものの、 f多く

発言をした学生は、テストの点数も高いj という傾向がやはり見られた。また、ややデ

ータの個数が少会いが、図 4でも同様の額向で、あった。

3. まとめと考察

今回、私達は授業中の学生の発言回数を集計し、テストの点数との散布留を見た。調

査した範酉では、科自によらず、 f多く発言をした学生i士、テストの点数も高しリとい

う傾向が見られた口

現在、世の中には、通信教育や e-learningなど多様な学習形態が存在する。そのよ

うな状況下で、せっかく対面講義をやるのであれば、やはり知識のイ云達よりもむしろ知

識の理解に力点を置いた講義を目指すべきであろう。また、教員から学生への知識の一

方通行よりも、対話を重視した講義形式の方が、コミュニケーションがよち多い分、ま

た、学生に考えさせる機会を多く与えている分、よち講義内容の理解が進むのであろう。

結局、長い講義とは、教員と学生が良くコミュニケーションを取っている講義なのでは

ないか。

より多くの討論を生むためには、第 1~こ、受講者のレベノレに応じた講義内容の充実が

不可欠である。また、 ActiveLearningを始めとした体験的な学習内容であることが望

まれる。

例えば、統計学は、一般に文系の学生にとって必要ではあるが、難解であるとされて

いる。私達は、統計で出てくる徴分讃分よりも、むしろ統計のセンスを養うことが必要

であると考えた己私達は、 2004年度から f統計の基礎j i統計の応用j という科自を新

設するにあたり、教科書を共同で執筆したの。この教科書の最大のdJ3J/'は、「体験的統

計教育jである G 文系の学生にとって難しい数式を使う事無く、統計の考え方を理解さ

せ、統計的なセンスを養うためには、実際;こ学生達に体験させるのが最も良い方法であ

ると考えた。例え足、正規分布の分布確率を理解させるために典型的な正規分和のヒス

トグラム(法科大学院適性試験の得点データなど〉を与えておいてそれを数えさせたり、

大数の法関や中心極限定理を理解させるためにコイン投げの実験を行ったりしたG この

ように受講生にとって身の丈に合った、なおかつ体験的で、あり、自然に討論が出てくる

ような題材を選ぶことが必要である。

第 2に、討論をしやすいような環境整舗も大切である。一般に日本入学生は非常にシ

ャイであり、多人数講義で発言することを厭う傾向にある。また、自分の持っているよ

うな賀簡をしたら、他の者に迷惑がかかるのではなし坊主などと過度に気を能う学生も多

い。学生が発言することを勇気づけ、この教室の中では講義内容にかかわることならば、

どんな質問やコメントをしても許される。また、良い質問やコメントをエンカレッジす

ることも大切である。

このように、講義中に積極的に討論をさせることが学生の理解度を高め、また、学生

のやる気を号iき出すような効果が得られる事を期待している。
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